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報告記入者　： 横手　　健太

徳永　千紘 3 か得点に結びつけることができない。

馬場　敦子 0 結局最後まで走力の落ちることがなかった日本が、34-19

でウルグアイに完勝した。

合計 34 明日は5-6位決定戦で、チェコと対戦する。

北原　祐美 2

後半に入っても、日本のペースが続き、大山のカットインで

佐原　奈生子
0 スピードあるプレーで日本DFの間を割ろうとするが、なかな

点差を広げる。ウルグアイも最後まであきらめない姿勢で

2連取し、好スタートを切る。その後も、足を使ったDFでウル

板野　陽 0

で、一気に突き放し15-9で前半終了。

グアイOFを封じ込め、堀川、徳永、松本などの速攻でさらに

松本　ひかる
9

三田　未稀 1

岩渕　いくみ 1

河嶋　英里 3 入り、シュートミスが続きリズムが重かった日本だが、ウル

秋山　なつみ
2 グアイが１人退場したチャンスに北原、秋山、松本の３連打

角南　果帆 1 力強いピヴォットプレーや、スピードあるカットインで7mtを

大山　真奈 7 奪い、なかなか日本は点差を開くことができない。終盤に

石井　優花 2 ペースを掴めない日本だが、河嶋、大山、角南の速攻で得

佐々木　春乃 0 点をあげ、徐々に点差を広げていく。対するウルグアイは、

茶圓 遙 0 ない日本だが、ウルグアイが日本ディフェンスの隙をついた

堀川　真奈 3 ミドルシュートで先制。この後もウルグアイの独特のリズム

34 合計 18

個人得点

名前 合計 5-8決定戦に回った日本の初戦は南米ウルグアイ。負けら

ＶＳ URUGUAY

19 後半 9

15 前半 9
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　【　第26回 世界学生選手権　】

2016年6月27日～7月3日　スペイン／マラガ

試　合　結　果　報　告 7 月 1 日 （ 金 ）


